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［年頭所感］会頭／鎌田卓也
新年号年賀広告
小原里司氏（元副会頭）が奥州市市勢功労を受章
会員事業所ＰＲチラシ折り込みサービス「おうしゅうトクトク情報便」
市長要望「新型コロナウイルス感染症に関する提言」
江刺・胆沢・衣川支所情報
【知って得するビジネスマナー】「重要書類にまつわるマナー」
「＃奥州エール飯公式ＨＰ」の掲載店を募集します！！
障害者の法定雇用率が引き上げになります
２月の定期相談日
【トレンド通信】「アンチ３密」と「ステイホーム」売れた年
令和２年分の確定申告から適用される主な税制改正
経営者の退職金「小規模企業共済」
【リレーコラム】珈琲小休憩時間
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奥州市の
観光・イベント

シリーズ

この会報は『電子版』でもご覧いただけます。（ホームページhttp://www.oshucci.com/）

本 所
江刺支所
胆沢支所
衣川支所

奥州商工会議所
本 所 ・ 支 所
所在地・連絡先

〒023-0818
〒023-1111
〒023-0403
〒029-4332

奥州市水沢東町4（水沢商工会館4階）
奥州市江刺大通り3-14
奥州市胆沢若柳字相馬檀144
奥州市衣川古戸403-6

Tel.24-3141
Tel.35-2514
Tel.46-3131
Tel.52-3518

Fax.24-3148
Fax.35-2506
Fax.46-3133
Fax.52-3199

越路スキー場／北上山系の越路には奥羽山脈を越えてくる乾燥した空気が流れ込むため、越路スキー場には粉雪が舞い降ります。しかも、他のスキー場が吹雪や強風
の悪天候でも、盆地にある越路スキー場は地形が強風を和らげ、快適にスキーを楽しむことができます。



会頭 鎌 田 卓 也
奥州商工会議所

年頭所感年頭所感

鎌田段ボール工業
包装を通じてより豊かな暮らし
包装資材の総合メーカー

■段ボール　■包装資材一般　■美装段ボール

株式
会社

本社工場／奥州市水沢工業団地1-36
TEL.0197（24）5185㈹　FAX.0197（24）5190

秋田工場／能代市扇田字山下117
TEL.0185（58）2711㈹　FAX.0185（58）2712

http://kamadan.jp/

　新年、あけましておめでとうございます。２０２１年の新春を迎え、謹ん

でお慶び申し上げます。

　昨年は、未だに収束の兆しを見せていない新型コロナウイルスの猛威

が、経済・社会活動に大きな影を落とした一年でありました。多くの中小・

小規模企業はかつて経験したことのない事態の中、必死に事業の継続

や雇用の維持に努力しております。今なお必死に経営努力を続けておら

れる皆様には深く敬意を表するとともに、商工会議所は、今年も一丸と

なり事業者の皆様と地域経済の発展のために全力を尽くしてまいります。

また、商工会議所の進むべき道、果たすべき役割を考えながら、守るべ

きものと変えるべきものをしっかりと見定め、新たなる時代の要請に果敢

に挑戦して参りますので、皆様方にはなお一層のご支援・ご協力を賜り

たいと存じます。

　今まさに、地域総合経済団体として真価が問われる状況の中で、商

工会議所の事業活動の根幹である「中小企業の活力強化」「地域経済

の活性化」「意見具申活動」の３点を重点に取り組む覚悟でおります。

いずれも、地域や会員企業に元気を与えることを使命としており、この使

命を推進していくためには、事業者、行政、商工団体が一体となって取

り組むことが肝要であります。商工会議所としては、地域経済の主役で

ある事業者の方々の生産性向上が地域経済の発展につながるとの信念

のもと、伴走型支援を基本とし個々の事業者の繁栄のため持てる力を最

大限傾注してまいります。

　現在の当地域は、新型コロナウイルス感染症による事業者の厳しい経

営環境、急伸する人口減少と少子高齢化、消費構造の変化に伴う消費

の多様化と縮小化、観光促進など多くの課題を抱えております。課題解

決に向けては、会員皆様方のご意見、ご要望を広く取り入れていかなけ

ればなりません。私も、現場の声を政策につなげ現場に返す「双方向

主義」の経営姿勢で商工会議所を運営していく所存ですので、会員皆

様方の生の声を、直接あるいは役職員を通じてお聞かせいただくのはも

ちろんのこと、当方からも積極的に働きかけをしたく存じます。会員の方々

のご意見、ご要望が地域の活性化につながり、地域経済発展の基礎と

なり、ご商売の繁栄に貢献していくものと確信いたしております。

　また、コロナ禍で初めてオンライン会議や電子決済、リモートワーク

などを経験し、デジタル技術の有効性に気付いた経営者も多いと思いま

す。国が進めるデジタル化を地方創生のチャンスと捉えて、行政機関は

もとより民間企業も対応していく必要があります。国などの各種支援策を

フル活用し、大都市圏や大企業とは一線を画した地域中小・小規模企

業ならではのデジタル化を強力に推進して参ります。

　本年は、いよいよ東京オリンピック・パラリンピックの開催が見込まれ

ておりますが、復興五輪であると同時に、新型コロナウイルスの感染拡

大防止と社会経済活動を両立させるプロジェクトとして、日本が元気に

なれる１年になることを切に願っております。

　結びになりますが、今年一年が、会員皆様方にとりまして、実り多き

年となりますようご祈念申し上げ、新年にあたっての挨拶といたします。
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本社／〒023-1132　岩手県奥州市江刺稲瀬字沼舘69番地
　　　TEL.0197-35-0111　FAX.0197-35-0125

トラック運送、保管・荷造・梱包、通関業、倉庫業
http://www.srg.co.jp

街から街へ
暮らしから暮らしへ

千葉建設株式会社
場所：メイプル3F暮らしのショウルーム
TEL：0197-25-5888　FAX：0197-47-5892
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鎌田段ボール工業株式
会社

〒023-0002 岩手県奥州市水沢工業団地1丁目36
TEL. 0197（24）5185 FAX. 0197（24）5190

E-mail.kamadadc＠rnac.ne.jp
URL.http://www.kamadan.jp

代表取締役社長　鎌　田　卓　也

本年も相変わらずご愛顧の程、
御願い申し上げます。

2021年　元旦

自然に聞き、未来と語り合う。

謹賀新年
胆沢ダムまで5キロ　奥州市最西のSS

代表取締役　渡 辺 文 好

ワタナベ有限
会社

TEL.49-2331
FAX.49-2305
TEL.49-2332
TEL.49-2965
（市外局番／0197）

本社・建設事業部

燃料事業部（給油所・LPガス）
いなか料理 おふくろ

〒023-0403
岩手県奥州市胆沢若柳字愛宕415番地
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逆境の先に新しい未来を！

代表取締役社長　柳　田　雅　紀
〒023-0002 奥州市水沢工業団地2-37

TEL.0197-25-5401 FAX.0197-25-8291
URL：http：//www.msccom.jp

謹賀新年
林業機械の総合メーカー

代表取締役社長　川 崎 智 資
岩手県奥州市水沢字桜屋敷西5-1
TEL.23-3111 FAX.25-3177
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株式
会社水沢農薬

壽春

代表取締役社長　佐 藤 　 剛

農薬・農業資材のエキスパート

安全な食糧の安定供給と、

生産者の皆様への技術貢献

『明るく豊かに、夢のある

農業』を目指します。

〒023-0001
岩手県奥州市水沢卸町 3番地 3
TEL.0197-24-7733 FAX.0197-24-7737

司法書士小澤雅之事務所

謹賀新年
あなたの身近な法律家

【業務内容】
相続・売買・抵当権設定などの不動産登記
設立・役員変更などの会社その他法人登記
簡裁代理業務・裁判所への提出書類の作成

〒023-1111 岩手県奥州市江刺大通り1番12号
TEL.0197（35）6128 FAX.0197（35）6140

2名の司法書士で、皆様のお役に立ちます！
〈代表 小澤 雅之 佐藤 理恵〉
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ホンダカーズ岩手南㈱
代表取締役会長　渡　邊　康　喜

〒023-0003　岩手県奥州市水沢佐倉河字沼田69
TEL.0197-23-5304　FAX.0197-24-7300

〒023-0003岩手県奥州市水沢佐倉河字後田29（水沢バイパス中央）
■ 0120-25-8855 Tel.0197-25-8811 Fax.25-8819
URL http://www.plazainn.jp E-mail: info@plazainn.jp

やさしさに逢えるひととき

松川青果株式会社

岩手県奥州市水沢佐倉河字東高山47番地

代表取締役社長　松川　裕治
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謹賀新年
2021

本年もご愛顧の程
宜しくお願い申し上げます。

Face to Face

水沢信用金庫

謹んで　　　　　
新年のご挨拶を
　　申し上げます

2 0 2 1
本年もお引き立てのほど
宜しくお願い申し上げます
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三
一
〇

奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
橋
本
二
四
三

株
式
会
社

小
野
硝
子
工
業
所

代
表
取
締
役

小

野

純

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
秋
葉
町
七
六
番
地

代
表
取
締
役
社
長

　小
野
寺

　
　巖

本
店

　〒
〇
二
三
―
〇
〇
五
四

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
吉
小
路
五
番
地
三

電

　話
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
四
一
五
五
〜
七
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
九
七
）
二
五
―
三
二
三
五

―これからも郷土と読者と一緒に―

代表取締役社長 小野寺 弘行
◇本　　　社　〒023-0042　奥州市水沢柳町8
　　　　　　　TEL.0197-24-2244　FAX.0197-24-1281

◇奥州寺子屋　〒023-0801　奥州市水沢横町2-1
　　　　　　　　　　　　　メイプル4F
　　　　　　　TEL.0197-34-2100　FAX.0197-34-2101

株
式
会
社

　セ
ン
ト
ラ
ル

代
表
取
締
役
社
長

　高

橋

悦

見

岩
手
県
奥
州
市
胆
沢
南
都
田
字
化
粧
坂
一
七
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
一
九
七
（
四
六
）
三
九
三
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
　〇
一
九
七
（
四
六
）
三
九
〇
〇

有
限
会
社
吉
田
製
麺

代
表
取
締
役

吉
田

毅
一

奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
朴
ノ
木
二
二
〇
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　三
五
―
二
七
一
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
　三
五
―
六
七
九
六

有
限
会
社
阿
部
電
機
商
会

代
表
取
締
役

　阿

部

靖

彦

奥
州
市
水
沢
横
町
二
二
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
九
七
）二
三
―
二
七
六
一

丑新 年 号 年 賀 広 告
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ダンプトラック、トレーラー、土木工事

株式会社　野 口
貸切バス、送迎バス

野 口 交 通
SKILL

－What Can I Do？－
株式会社 スキルグリスター
代表取締役 千 葉 繁
〒029-4402　奥州市衣川星屋50-1

☎0197-52-3661

代
表
取
締
役
社
長

　菊
地
栄
志

サ
ン
ウ
ェ
イ
グ
ル
ー
プ

㈱
サ
ン
ウ
ェ
イ

奥
州
市
水
沢
内
匠
田
五
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　三
四
―
一
〇
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　三
四
―
一
〇
二
三

有
限
会
社

及
修
土
木
工
業

代
表
取
締
役

及
　
川
　
　
修

奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
朴
ノ
木
二
二
〇
―
三

T
E
L
三
五
―
三
七
一
八

F
A
X
三
五
―
八
一
九
〇

東
北
電
材
合
資
会
社

総
合
電
気
設
備
工
事
設
計
施
工

代
表
社
員
　斉
藤
宏
年

代
表
取
締
役

　山

崎

元

子

代
表
取
締
役

　山

崎

一

郎

㈲㈱

取
締
役
社
長

　前

田

直

之

工

　場

　長

　佐

藤

哲

也

水
沢
工
場
／
奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
中
の
町
十
三

　
　
　
　
　電

　話

　〇
一
九
七
（
二
五
）
六
二一二

米
里
採
石
工
場
／
奥
州
市
江
刺
米
里
字
戸
草
二

　
　
　
　
　電

　話

　〇
一
九
七
（
三
八
）
二
二
三
一

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
総
合
メ
ー
カ
ー

おかげさまで７２周年

小原自動車工業㈱
〒023-0003 岩手県奥州市水沢佐倉河字前田80-1

TEL.0197-25-2121㈹　FAX.0197-24-9764

石油製品•プロパンガス•カーコン車検•定期点検•整備•各種潤滑油•
各種ガス器具•空調設備工事•消化器•パーキング•マクドナルド水沢店
•吉野家水沢店•きたぎんATM•リフォーム

営　業　品　目

株式会社　河　口
代表取締役　河 口 仁 朗

岩手県奥州市水沢卸町２番地１３
ＴＥＬ（０１９７）２５－６１７１
ＦＡＸ（０１９７）２５－８４９２

丑新 年 号 年 賀 広 告
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水

沢

信

用

金

庫

岩
手
銀
行
水
沢
支
店

北
日
本
銀
行
水
沢
支
店

東
北
銀
行
水
沢
支
店

岩
手
ふ
る
さ
と
農
協
水
沢
中
央
支
店

東
北
労
働
金
庫
奥
州
支
店

岩
手
県
信
用
保
証
協
会
奥
州
支
所

水 沢 金 融 団（一水会）

理
事
長

　及

　川

　和

　男

支
店
長

　千

　葉

　健

　司

支
店
長

　阿

　部

　俊

　之

支
店
長

　高

　橋

　寛

　行

支
店
長

　佐
々
木

　一

　恵

支
店
長

　菅

　原

　智

　之

支
所
長

　山

　田

　俊

　英

読
売
新
聞
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

水

　沢

所
長

千

葉

達

也

水
沢
東

所
長

千

葉

俊

也

前

　沢

所
長

千

葉

祐

輝

代
表
取
締
役

　佐
々
木
　
　岳

株
式
会
社
　佐
々
儀

所

　
　長

　菅

野

新

智

大
井
電
気
　水
沢
製
作
所

株
式

会
社

奥
州
市
水
沢
真
城
折
居
一
〇
六
―
三

電
話
（
〇
一
九
七
）
二
三
―
七
一
〇
一

情
報
通
信
機
器
の
開
発
・
生
産

代
表
取
締
役
社
長

　伊
藤
泰
司

水
沢
テ
レ
ビ
株
式
会
社

奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
石
橋
二
七
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
九
七
―
二
二
―
六
〇
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
九
七
―
二
二
―
六
六
二
三

高
度
な
技
術
で
郷
土
の
振
興
に
奉
仕

測
量
・
設
計
・
補
償
・
地
質
調
査
業
務

株
式
会
社

東
開
技
術

代
表
取
締
役
社
長

　鈴
木

誠
弥

奥
州
市
水
沢
字
高
網
三
三
番
地

電
話
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
一
三
一
一

本
社

岩手県奥州市江刺八日町１丁目４番３号
ＴＥＬ　０１９７－３５－６６１６

代表取締役　佐 藤 大 輔

さ
ん

ど
う

ふ

か
つ

す
が

い
ち

し
ょ
う

わ
ら

す
が

有
限
会
社
菅
勝
不
動
産

代
表
取
締
役
　菅
原
勝
一

奥
州
市
水
沢
南
町
五
番
二
二
号

T
E
L
〇
一
九
七
―
二
四
―
一
七
一
七

あ
べ
印
刷
　株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

阿

部

信

　一

代
表
取
締
役
社
長

阿

部

由
起
男

奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
東
広
町
六
〇

電
話
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
八
三
〇
三

及
川
阿
部
税
理
士
法
人

代
表
社
員
税
理
士
　及
川
幹
雄

代
表
社
員
税
理
士
　阿
部
浩
平

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
前
田
五
六
―
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
九
七
）
二
五
―
五
〇
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
九
七
）
二
二
―
二
二
五
四

丑新 年 号 年 賀 広 告

　奥州市の令和２年度
の市勢功労者が発表さ
れ、元奥州商工会議所
副会頭の小原里司氏
（百番食堂：衣川古戸）
が市勢功労表彰の地方
自治功労を受章されま
した。
　受章理由は、昭和６０年から３４年間交通
指導員を務め、平成１８年４月から１４年間は
奥州市交通指導隊長として地域の交通安全指
導に貢献された事によるものです。また小原
氏は、平成２１年４月１日に水沢・江刺・胆沢・
衣川の４商工団体が合併して誕生した奥州商
工会議所の初代副会頭に就任、平成２２年１０
月３０日まで当所副会頭として商工会議所の
発展に寄与されました。

小原里司氏（元副会頭）が
奥州市市勢功労を受章

8 商工奥州　Vol.142
令和3年1月15日発行（毎月15日発行）



奥
州
市
胆
沢
小
山
字
峠
二
七
番
地
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
七
―
一
五
七
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
四
七
―
二
二
二
四

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
設
備
機
器

代
表
取
締
役
社
長
岩
渕

清
和

電
話

　〇
一
九
七
―
三
五
―
五
六
二
一

奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
朴
ノ
木
二一
八
番
地
一

株
式
会
社

環
境
保
全

代
表
取
締
役

佐
藤

秀
司

奥
州
エ
フ
エ
ム
放
送
株
式
会
社

小
野
寺
宣
文

代
表
取
締
役

日々の暮らしの中に自然を感じる心地良さを。

〒023-0003　岩手県奥州市水沢佐倉河字慶徳71
TEL.0197-22-2255　FAX.0197-24-2555

〒021-0002　岩手県一関市中里雲南111-2
TEL.FAX.0191-23-3578

－木の家南部－住宅展示場

奥
州
市
江
刺
岩
谷
堂
字
川
原
崎
七
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
五
―
六
六
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
三
五
―
六
六
一
九

北
星
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
紺
野
裕
輝

石
川
店
装
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　石
　川
　錦
　哉

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
卸
町
二
―
一
八

☎
〇
一
九
七
―
二
三
―
三
二
一
一

丸
谷
興
務
店
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

　
　
　長

佐

藤

　
毅

岩
手
日
報
・
胆
江
日
日

㈱
日
報
髙
橋

代
表
取
締
役
社
長

　赤
田

美
保

奥
州
市
水
沢
久
田
九
七

奥
州
市
水
沢
台
町
一
―
四
三
Ｔ
Ｅ
Ｌ
二
四
―
一
一
五
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
二
五
―
六
四
九
九

株
式
会
社

デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

代
表
取
締
役

髙
橋

謙

奥
州
市
水
沢
宮
下
町
九
七
番
一
号

T
E
L
〇
一
九
七
―
四
七
―
三
九
一
五

㈲リサイクル伊藤㈲リサイクル伊藤
【本社】
　岩手県奥州市水沢神明町2丁目1番42号
　〒023-0821　☎0197-23-7426
【奥州・エコプラザ】
　岩手県奥州市水沢佐倉河字今泉232番1号
　〒023-0003　☎0197-22-4315
　http：//www.recycleito.com/

盛
岡
市
上
堂
四
―
十
一
―
十
六

南
ホ
ン
ダ
自
動
車

　株
式
会
社

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
岩
手
中
央

代
表
取
締
役
会
長

　後

藤

邦

夫

有
限
会
社

菊
新
木
材
店

代
表
取
締
役
　菊
　地
　
　繁

岩
手
県
奥
州
市
江
刺
川
原
町
九
番
十
六
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
九
七
（
三
五
）
二
二
四
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
九
七
（
三
五
）
六
七
八
三

有
限
会
社

髙
善
商
店

代
表
取
締
役

髙
橋

眞
平

奥
州
市
江
刺
八
日
町
一
―
八
―
一
五

T
E
L
三
五
―
一
二
七
九

F
A
X
三
五
―
三
一
一
六

白
金
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　海
鋒

徹
哉

奥
州
市
江
刺
稲
瀬
字
沼
舘
六
九
番
地

T
E
L
〇
一九
七
―
三
五
―
〇
一一一

千
葉
建
設
株
式
会
社

取
締
役
会
長
　千
　葉
　龍
二
郎

代
表
取
締
役
社
長
　千
　葉
　
　聡
　

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
内
匠
田
三
九
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
九
七
（
二
三
）
四
〇
一
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
九
七
（
二
三
）
二
四
二
〇

株
式
会
社

髙
橋
鉄
筋
工
業

奥
州
市
江
刺
愛
宕
字
駒
籠
四
二
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ

三
五
―
〇
三
四
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
七
―
五
七
七
二

株
式
会
社

根
岸
工
業
所

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤
輝
貴

奥
州
市
江
刺
岩
谷
堂
字
根
岸
一
〇
一

T
E
L
三
五
―
五
七
六
三

F
A
X
三
五
―
三
二
四
九
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会

　
　長

　岩

　井

　正

　智

副

会

長

　横

　井

　俊

　材

副

会

長

　伊

　藤

　吉

　雄

副

会

長

　佐
々
木

　順

　子

副

会

長

　菊

　池

　規
栄
男

奥
州
青
色
申
告
会

会

　
　長

　岩

　井

　正

　智

副

会

長

　横

　井

　俊

　材

副

会

長

　関

　村

　
　
　繁

副

会

長

　門

　脇

　孝

　則

水
沢
地
区
青
色
申
告
会
連
合
会

会

　
　長

　千

　葉

　フ
ミ
子

副

会

長

　岩

　渕

　秀

　子

副

会

長

　佐

　藤

　千

　秋

副

会

長

　阿

　部

　節

　子

奥
州
商
工
会
議
所
女
性
会

会

　
　長

佐

　藤

　
　
　仁

副

会

長

佐

　藤

　貴

　之

副

会

長

山

　崎

　
　
　滋

副

会

長

塚

　田

　裕

　樹

副

会

長

及

　川

　邦

　仁

専
務
理
事

高

　橋

　
　
　智

直
前
会
長

板

　屋

　裕

　治

奥州商工会議所
青 年 部

会

　
　長

　佐
藤

　
　剛

副

会

長

　髙
橋

　健
二

副

会

長

　菊
地

　
　繁

副

会

長

　菅
原

　繁
夫

副

会

長

　菊
地

　清
晴

副

会

長

　高
橋

　政
志

専
務
理
事

　菊
地

　浩
明

会員一同

公益社団法人

胆江法人会

会

　
　長

　永

　坂

　雅

　彦

副

会

長

　光

　吉

　
　
　浩

副

会

長

　伊

　藤

　秀

　一

副

会

長

　川

　崎

　智

　資

ア
テ
ル
イ
の
里
・
胆
江
工
業
ク
ラ
ブ

公
益
社
団
法
人
　水
沢
青
年
会
議
所

理

事

長

直

前

理

事

長

副

理

事

長

兼

室

長

副

理

事

長

副

理

事

長

専

務

理

事

事

務

局

長

総
務
広
報
委
員
会

委
員
長

総
務
広
報
委
員
会

副
委
員
長

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

委
員
長

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

副
委
員
長

ひ
と
づ
く
り
委
員
会

委
員
長

ひ
と
づ
く
り
委
員
会

副
委
員
長

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
旗
実
行
委
員
会
委
員
長

事

務

局

次

長

外

部

監

事

外

部

監

事

外

部

監

事

佐

　藤

　恒

　一

浅

　利

　祐

　輔

黒

　沢

　健

　典

佐

　藤

　
　
　陸

千

　葉

　光
一
郎

髙

　橋

　健
太
郎

菊

　地

　大

　紀

菅

　原

　
　
　拓

及

　川

　順

　也

伊

　藤

　京

　介

松

　川

　知

　裕

菅

　原

　亮

　太

菅

　原

　
　
　麦

千

　葉

　祐

　輝

高

　橋

　
　
　透

髙

　橋

　幸

　博

千

　葉

　俊

　哉

千

　葉

　恭

　義

会

　員

　一

　同

事
務
局
／
奥
州
市
水
沢
東
町
四
　商
工
会
館
三
階

理
事
長

　後

　藤

　秀

　紀

協
同
組
合
ダ
イ
コ
ー
壱
番
館

奥
州
市
水
沢
字
東
町
四
番
地

電
話（
〇
一
九
七
）二
五
―
五
五
〇
一

代
表
取
締
役

　後

　藤

　秀

　紀

有
限
会
社

　光

　和

奥
州
市
水
沢
字
東
町
四
番
地

電
話（
〇
一
九
七
）二
五
―
五
五
〇
一

水
沢
駅
通
り
ダ
イ
コ
ー
壱
番
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　二
五
―
八
一
〇
三

一
関
市
新
大
町
一
四
六
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　二
三
―
五
五
三
七

本
店

有
限
会
社

　千
葉
生
花
店

代
表
取
締
役

　千

葉

敏

郎

奥
州
市
水
沢
宮
下
町
二
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
九
七
―
二
五
―

五
五
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
九
七
―
二
五
―

五
五
七
五

水
沢
鋳
物
工
業
協
同
組
合

理

事

長

　佐
藤

　庄
一

副
理
事
長

　及
川

　貢
基

副
理
事
長

　及
川

　和
也

理
事
長

　高

　橋

　純

　一

岩
手
県
火
災
共
済
協
同
組
合

丑新 年 号 年 賀 広 告

10 商工奥州　Vol.142
令和3年1月15日発行（毎月15日発行）



代
表
取
締
役
社
長
　小
野
真
紀
子

㈱
北
都
交
通

電

　話
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
三
八
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
三
八
六
七

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
谷
地
明
円
四
七
番
地

株
式
会
社

黄
金
製
パ
ン

代
表
取
締
役

千
葉

　亮

江
刺
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

支
配
人

　照
井

　麻
子

〒
〇
二
三
―
〇
一
七
一

奥
州
市
江
刺
田
原
字
深
沢
五
四
―
一

2021年

謹
賀
新
年

本
年
も
お
引
き
立
て
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

代
表
取
締
役
　及
川

寛
明

奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
根
岸
六
四

℡
〇
一
九
七
（
四
七
）
三
三
六
四

及
川
建
設
工
業
㈱

有
限
会
社
酒
井
電
気

代
表
取
締
役

　酒
井

清
和

奥
州
市
水
沢
太
日
通
り
三
丁
目
六
―
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
九
七
・
二
三
・
二
六
八
六
番

理
事
長

　千

葉

恭

義

水
沢
駅
通
り
商
店
街
振
興
組
合

奥
州
市
水
沢
東
町
４
　
　
　

水
沢
商
工
会
館
２
F

T
E
L

　24
―
４
１
１
８

F
A
X

　22
―
４
５
０
５

佐
倉
河
地
区
経
済
懇
話
会

会

　長

　及

川

正

人

副
会
長

　佐

藤

　
毅

副
会
長

　菊

池

達

哉

水
沢
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

協
同

組
合理

事
長

　佐

　藤

　
　
　剛

外
役
職
員
一
同

胆
江
地
区
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会

謹
賀
新
年

会

　長

　鎌

田

卓

也

会

　長

　菊

　池

　達

　哉

奥
州
市
観
光
物
産
協
会

一般
社
団
法
人

代
表
取
締
役

　及

　川

　
　讓

有
限
会
社
水
沢
ボ
デ
ー

〒
〇
二
三
―
〇
〇
〇
三 

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
明
神
堂
二
七
番
地

　
　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
九
七
―
五
一
―
六
二
一
一

　
　
　
　F
A
X
〇
一
九
七
―
五
一
―
六
二
二
二

有
限
会
社
さ
く
ら
の
湯

代
表
取
締
役

千
田
正
義

株
式
会
社

サ
ン
エ
ス
装
備

代
表
取
締
役

　菅

原

智

美

本

　
　
　
　社

　岩
手
県
奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
熊
野
堂
十
八
―
一

　
　
　
　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
九
七
）
二
三
―
五
二
二
四

東
京
営
業
本
部

　Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）
五
六
五
三
―
五
二
二
八

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
サ
ン
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
二
〇
）
五
五
―
三
八
〇
四

福祉と相続、ご安心
の ぶあ き

税理士　佐　藤　晃　信
〒023-0104 岩手県奥州市水沢羽田町駅前2-81-2
TEL.0197-22-5208　FAX.0197-22-5206

スナック2001年
〒023-0813
岩手県奥州市水沢中町23－34
TE L 0 1 9 7－22－3317

丑新 年 号 年 賀 広 告

Face to Face

水沢信用金庫
こ の 街 と 生 き て い く

／奥州市水沢字日高西72番地1
／0197－23－5191

本 店
ＴＥＬ

●新型コロナウイルス感染症の影響により、最近1ヵ月の売上高が
前年または前々年の同期と比較して5％以上減少している方

•ご 融 資 額／通常のご融資額（2,000万円）＋別枠1,000万円
•ご返済期間／運転資金10年以内（据置4年以内※別枠）
•ご返済期間／設備資金07年以内（据置3年以内※別枠）

［金融情報］　※緊急
《新型コロナウイルス感染症関連マル経融資（経営改善貸付）》

（国民生活事業）
日本政策金融公庫一関支店

〒021-0877 一関市城内1-9
TEL.0191-23-4157

特例利率適用1.21％
（令和2年12月2日現

在）

※当所3年間は上記利
率マイナス0.9%

　（別枠1,000万円以
内）
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環境と健康のトータル事業を使命とする

代表取締役　佐々木　裕　喜
本社　〒023-0889 岩手県奥州市水沢字高屋敷24番地1

☎：0197（24）4244　Ⓕ：0197（25）2116
　　　E-mail：info@e-yakuhin.com
　　　http://www.e-yakuhin.com 

株式会社　創造ファクトリ

奥州市水沢羽田町字沼尻１３１番地１
TEL：０１９７（２４）２６０４

代表取締役　千 葉 智 規

代
表
取
締
役

　菊

地

栄

志

株
式
会
社
サ
ン
ウ
ェ
イ

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
川
原
田
七
一
―
一

TEL
〇
一
九
七
―
五
一
―
五
一
〇
〇
FAX
〇
一
九
七
―
二
三
―
七
七
二
二

ブ
ラ
イ
ダ
ル
サ
ロ
ン
七
福
人

奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
慶
徳
四
四
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
二
三
―
八
五
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
二
三
―
二
五
二
二

夜
景
の
見
え
る
ス
カ
イ
ル
ー
ム

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

　水
沢
商
工
会
館

水
沢
サ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

有
限
会
社

ム
ラ
キ
シ
ス
テ
ム
販
売

代
表
取
締
役
　

小
野
寺

雅
好

奥
州
市
胆
沢
南
都
田
字
石
行
一
〇
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ

四
六
―
五
一
七
五

有
限
会
社
東
海
保
険
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

　柳
　川

　和
　久

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
代
理
店 

東
京
海
上
日
動
あ
ん
し
ん
生
命
保
険
㈱
代
理
店

〒
〇
二
三
―
〇
〇
〇
三
岩
手
県
奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
杉
ケ
崎
六
―
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
九
七（
五
一
）六
五
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
九
七（
五
一
）六
〇
七
二

有
限
会
社

　高
美
だ
ん
ご

代
表
取
締
役

　高
橋

弘
美

奥
州
市
水
沢
字
小
石
田
一
四
九
―
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
二
五
―
三
一
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
二
五
―
三
一
六
八

相
続
専
門

遠
藤
耕
平
税
理
士
事
務
所

奥
州
市
水
沢
字
龍
ケ
馬
場
三
四
―
一
八

電
話
〇
一
九
七
―
二
二
―
四
一
九
六

携
帯
〇
九
〇
―
一
九
三
九
―
六
九
三
六

有
限
会
社

ニ
ッ
タ
イ

代
表
取
締
役

　青
木

克
之

奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
中
ノ
町
三
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
二
四
―
四
四
一
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
二
五
―
三
六
四
四

い
ち
よ
し
証
券
株
式
会
社

水
沢
支
店

は
る

き
よ

わ
か

ま
つ

支
店
長

　若
松

清
治

奥
州
市
水
沢
東
大
通
り
二
丁
目
一
番
一
号

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
〇
一
九
七
（
二
七
）
〇
三
〇
一

奥
州
市
水
沢
真
城
字
北
上
野一―
四
〇

T
E
L（
〇一九
七
）二
四
―
九
六
九
三

有
限
会
社
伊
藤
硝
子
建
材

代
表
取
締
役

伊
藤

浩
重

Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
シ
ョ
ッ
プ
水
沢
店

株
式
会
社

ミ
チ
ノ
ク

代
表
取
締
役
社
長
　上
野

昭
則

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
工
業
団
地
三
丁
目
八
四
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
九
七
）
二
五
―
七
七
六
〇

㈱
代
表
取
締
役
千
葉
　猛

株
式
会
社

モ
イ
ス
ティ
ー
ヌ
奥
州

代
表
取
締
役

　髙
橋

真
樹
子

〒
〇
二
三
―
〇
〇
六
三

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
聖
天
六
五
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
九
七
―
三
四
―
二
〇
二
三

奥州市水沢横町2-1　☎0197-23-4545

株式会社 水沢クロス開発

メ イ プ ル
　謹賀新年 謹

賀
新
年

奥
州
市
水
沢
横
町
九
五

横
町
一
番
街
商
店
街
振
興
組
合

代
表
取
締
役

菅
原

秀
憲

有
限
会
社

奥
州
ネ
ッ
ト

通
信
・
I
T
・
P
C
の
ス
ペシ
ャ
リ
ス
ト

本
社
　
奥
州
市
水
沢
佐
倉
河
字
東
沖
ノ
目
四
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
二
二
）
五
五
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
二
二
）
五
五
三
〇

興
国
設
計
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　阿
部

義
雄

奥
州
市
水
沢
大
手
町
三
―
五
九

℡
〇
一
九
七（
二
四
）八
八
五
四
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電

　話
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
一
八
八
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
九
七
）
二
四
―
一
八
八
六

奥
州
市
胆
沢
小
山
字
尼
沼
二
八
番
地
二一

チ
バ
オ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

代
　表

千
葉

将
之

奥
州
市
水
沢
太
日
通
り
一
―
七
―
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　二
三
―
二
一
一
一

岩
手
日
日
新
聞
社

水
沢
支
社

奥
州
市
江
刺
梁
川
字
濁
沢
二
三
三
番
地

T
E
L
（
〇
一
九
七
）
三
七
―
二
六
二
六

F
A
X
（
〇
一
九
七
）
三
七
―
二
六
六
〇

代
表
取
締
役
　菊
池

由
信

有
限
会
社
　リ
サ
イ
ク
ル
江
刺

和
工
業
株
式
会
社

プ
ラ
ン
ト
工
事
一
式
・
築
炉
工
事
一
式

代
表
取
締
役

佐
　
藤
　
　
健

奥
州
市
水
沢
羽
田
字
御
山
下
一
一
二
―
二

T
E
L
四
七
―
三
六
七
九

F
A
X
四
七
―
三
七
七
九

株
式
会
社

県
南
不
動
産

代
表
取
締
役

杉
　
本
　
　
禎

T
E
L
〇
一
九
七
―
二
二
―
三
四
五
六

F
A
X
〇
一
九
七
―
二
二
―
八
七
〇
〇

〒
〇
二
三
―
〇
〇
三
二

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
多
賀
七
一
番
地
一

水
沢
環
境
公
社

一
般
財
団
法
人

理
事
長

菅
原

今
朝
男

奥
州
市
水
沢
工
業
団
地
四
丁
目
四
二
番
地

T
E
L
二
三
―
二
九
五
一

奥州すがわら運送

代 表 菅原 栄輝
☎090-4551-6317☎090-4551-6317

〒023-0833
岩手県奥州市水沢上姉体五丁目6-2
TEL・FAX 0197-34-1425

フラッグ
代 表 高 橋 芳 人

〒023-0046 奥州市水沢川原小路19-4
TEL 0197-34-2776

E-mail：yoshihito@flag-dl.com
Web：https://www.flag-dl.com
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◉チラシA4判／22,000円！！！（税込）
◉チラシA3判／33,300円！！！（税込）

トクトク情報便トクトク情報便奥
州
おうしゅ

う

　奥州商工会議所では、会員事業所の商品やサービスのＰＲチラシを、当所会報「商工奥州」に同
封して、当所会員事業所や関係機関（行政等公共施設、市内学校）など約２，８００社にお届けするサー
ビス「おうしゅうトクトク情報便」を行っています。
　企業の新商品の宣伝、各種イベント案内、歓送迎会や忘年会等飲食サービス、金融商品、保険商品、
旅行商品、車検・修理サービス等など、様々なサービスにご利用可能です。

ダイレクトメールと比べて、こんなにおトクです！！

【ダイレクトメール】＠84×2,800社＝235,200円
【とくとく情報便】

料金

会
員
事
業
所
P
R
チ
ラ
シ

折
り
込
み
サ
ー
ビ
ス
！！

大好評！！
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市長要望「新型コロナウイルス
感染症に関する提言」

奥州市の回答

　市民生活や経済活動の混乱を未然に防ぐためにも、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策として、
基本的な感染予防（３密回避）のほか、各業界団体等で作成している業種別ガイドラインの周知と徹底を
行うこと。

　事業所での感染者発生時に円滑な対応を行うため、事業者において対応すべき事項を記載した対応マ
ニュアルを速やかに策定し周知すること。また、感染者発生事業所の再開に向けた、義務的に発生する（保
健所指導）消毒等の費用等を支援すること。

　新型コロナウイルス感染症拡大は市内の経済活動に甚大な影響をもたらしており、経営が厳しい中小・
小規模事業者にとっては、国や県等の緊急経済支援対策だけでは十分とは言えない状況であり、事業継続
や雇用の維持等に取り組む事業者などへの継続的な支援と更なる支援策の強化を行うこと。

　新型コロナウイルス感染症により様々な制約がある中で、事業者はテレワーク、オンライン会議などデジ
タル技術の活用や新商品・新サービスの開発、Ｅコマースの活用など、創意工夫を凝らし、「新しい生活様式」
に対応しており、事業者の新しいビジネスモデルの確立に対して積極的な支援を行うこと。

１）ポストコロナを見据えた地域経済の再生について（その１）
①対応策の作成と周知

②事業者への新型コロナウイルス対策支援の強化

　奥州市では、基本的な感染予防（３密回避）につきまして、広報紙や奥州市ホームページにより周知してお
ります。
　また、奥州市ホームページにて、新型コロナウイルス感染症に関する情報として、各業界団体等で作成した
業種ごとの感染予防ガイドラインへのリンクを掲載しております。これからも引き続き周知に努めてまいりま
す。（商工観光部）

　感染者が発生した場合の対応につきましては、保健所が発症日前後の患者の行動等を調査のうえ決定するこ
とから、一律の対応とはなりませんので、保健所の指導等による対応をお願いいたします。
　現時点で患者利用施設の消毒等に係る経費を公費で負担する制度はございませんが、市としては、感染予防、
経営支援等に重点を置いて取組んでおりますので、ご理解をお願いいたします。（健康こども部）

　奥州市では、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた飲食店、小売業、サービス業などを支援するため、
令和２年４月１日から９月３０日までの売上が、前年同月と比べて２０パーセント以上減少した事業者につきまし
て、その事業者が支払う家賃の２分の１、土地や建物を取得した際の償還金の２分の１を、最大３カ月間補助し
ております。
　また、令和２年４月１日から９月３０日までの売上が前年同月に比較し５０パーセント以上減少した宿泊事業
や飲食店を営む中小企業者、小規模事業者、個人事業者に給付金を支給し、経営の継続を支援しておりますの
でご理解をお願いいたします。
　国では雇用調整助成金の緊急対応期間を令和２年１２月３１日まで延長しておりますので、奥州市では、ホー
ムページ内に新型コロナウイルス関連の主な経済支援（事業者向け）を掲載し雇用調整助成金について周知を
しております。
　また、新型コロナウイルス感染症の影響で低迷する中小企業者の経営につきまして、その回復を目的とした
事業改革にかかる費用を支援しております。（商工観光部）

　奥州市では、新型コロナウイルス感染症の影響で低迷する中小企業者の経営につきまして、その回復を目的
とした事業改革にかかる費用を支援しております。
　また、岩手県では新型コロナウイルス感染症対策のため、新たに中小企業者が行うテレワークの導入に要す
る経費の３分の２以内、上限２００万円の補助事業を実施しております。これにつきましては、奥州市でもホー
ムページを通じ周知しております。（商工観光部）
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市長要望「新型コロナウイルス
感染症に関する提言」

奥州市の回答

　地域経済活動の再生に向け、感染リスクや災害が少ない当地域の優位
性を活かし、東京一極集中の解消や地方創生の理念に鑑み、大都市圏に
向けＩ・Ｕターン等の移住の促進や、リモートワークが進む中での企業誘致
の在り方を模索し、セールス活動を強化するとともに、定住人口増加に向
けた施策を積極的に展開すること。

１）ポストコロナを見据えた地域経済の再生について
（その２）

③地域活力の強化

　移住に関心のある人と、直接個別対応する移住支援員の配置、情報発信力の向上
を目指した当市の移住定住専用サイト「いわて奥州くらし」のリニューアルや、県と
協力したＳＮＳ（ツイッター）を通じた情報発信、移住支援金事業に欠かせない就職
先企業の確保などに取組んでおります。支援金給付企業の確保や、今年はコロナ禍
でオンラインが中心となってしまいましたが、首都圏での移住定住をテーマとしたイ
ベントや相談会への参加については、今後も商工観光部をはじめ庁内各部と連携し
て進めてまいります。
　首都圏からの移住を推進するための移住支援金制度では、転職先となる対象企業
の確保が必須であるため、奥州商工会議所におかれましても会員企業へ同事業への
登録を働き掛けていただきますよう、今後も引き続きご協力をお願いいたします。

（総務企画部）
　令和６年度からの分譲開始を予定している新工業団地や、オーダーメイドでの分譲

強化期間としている広表工業団地への企業誘致にあたりましては、企業誘致戦略のもと、ＢＣＰやリモートワー
クを模索する企業への折衝の仕方についても検討してまいります。（商工観光部）
　キャッシュレス決裁は新型コロナウイルス感染症対策として有効とされており、岩手県でも県内のキャッシュ
レス化推進のため、統一ＱＲ「ＪＰＱＲ」を活用したキャッシュレス決済方法の導入を支援しております。奥州市
でも岩手県と連携し、統一ＱＲ「ＪＰＱＲ」の周知に努めてまいります。
　また、奥州市では、新型コロナウイルス感染症の影響で低迷する中小企業者の経営につきまして、その回復
を目的とした事業改革にかかる費用を支援しております。（商工観光部）

　奥州市では、令和元年度に「第２期奥州市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、安定した雇用と新
しい産業の創出を目標に掲げ、農・商・工・伝統工芸産業などの産業基盤の強化と新産業の創出に向けた様々
な事業を実施しております。
　これらの事業の実施により、前沢牛や江刺りんごなどに代表される良質な農産物、南部鉄器、岩谷堂箪笥な
どの多彩で魅力ある産業基盤の強化や地域ブランドの強化、販路拡大に努めるとともに、ホームページ内に
観光サブサイト「おうしゅう旅浪漫」を掲載し地元産品の周知活動に努めております。
　また、ＧＯＴＯキャンペーン事業の１つである「ＧＯＴＯＥＡＴキャンペーン」は、ポイント還元やプレミアム付
き食事券の発行を支援することで、感染予防対策に取組む飲食店の需要を喚起するとともに、食材を供給する
農業者等を支援する事業であり、地域の飲食業や関連産業の経済効果も見込まれることから、岩手県と連携し
事業の周知に努めてまいります。（商工観光部）

　ウィズコロナ・アフターコロナに於いても地域経済の成長を確かなものにするために、まずは、地域内
経済の循環を確立させるべく、地産地消活動として、地元産品のＰＲ活動を積極的に展開した活用促進、市
民消費活動を促進する各種クーポンの発行などの消費喚起を促進し、持続的な事業活動が図られるよう継
続的支援を実施すること。

④地産地消の確立
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a branch office information
江刺・胆沢・衣川 支 所 情 報

江刺
支所

第４８回 江刺甚句まつり秋開催決定！！江刺
支所

第１３回 奥州市民★文士劇「女ねずみ小僧」開催！！

〈日　時〉

　令和３年１月８日の江刺甚句まつり実行委員会臨時委員会にて上記日程での開催が決定いたしました。

「第４８回江刺甚句まつり」は、新型コロナウイルス感染防止対策を十分に講じたうえで、９月に延期し
開催される事となりました。

～自粛の嵐をくぐり抜け闇夜の屋根から御免あそばせ～

令和3年9月18日（土）宵まつり・19日（日）本まつり

〇風邪の症状のある方、体調不良の方の入館はご遠慮く
ださい

〇ご入館の際は、マスク着用及び検温、手指の消毒をお
願いします

〇チケットに予め氏名、連絡先の記入をお願いします

1月30日（土）

1月31日（日）
開場14：30　開演15：00

●午前の部／開場10：00　開演10：30
●午後の部／開場14：30　開演15：00

〈会　場〉
江刺体育文化会館ささらホール

〈入場料〉
前売／1,500円（当日2,000円）
全席指定※未就学児は入場できません

〈問合せ〉
江刺体育文化会館ささらホール
TEL・FAX0197-31-1607

41歳年代連 輝粋会　オリジナルQUOカード発売中！

詳しくは輝粋会ホームページをご覧ください　https://www.facebook.com/esashikisuikai42/
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知って得する
　ビジネスマナー
知って得する
　ビジネスマナー
知って得する
　ビジネスマナー

　ビジネスシーンでは、契約書など重要書類をやり取りすることがあります。慣れていないと間
違えてしまう人も多いのではないでしょうか。少しマナーから外れたからといって、本質的なも
のでない限りは相手から指摘されたりしませんが、気付かないうちに恥をかいていることもあり
ます。現状、リモートワーク中のやり取りでは、代表者印の準備などに余計な時間がかかること
もあるようです。うっかり間違えて、再度送り直してさらに無駄な時間が……ということのない
よう、念入りな準備が必要となります。
　相手方に、署名や押印をして、返送するべき契約書などがある場合、２枚のクリアファイルを準
備し、送付状や見本などと、相手方の返送用一式をそれぞれ入れて送ります。これで、相手方が
返送すべき書類の返送漏れを防ぐことができます。くれぐれも書類は折り曲げたりせず、大きな
封筒で送りましょう。
　また、署名や印鑑（契印と割印）の箇所には目印を付け、ミスやモレを防ぐようにします。よ
く鉛筆で薄く丸で囲っていることがありますが、消す段階で汚したり、破れたりしてしまうことも
あります。やはり付箋の方がきれいでスマートです。
　いくら完璧な状態で送付したとしても、返送分が間違っていると契約書として無効になります。
そのため、注意書きを見本と共に送っておくと親切です。無効になるパターンで多いのが、書き
損じによる修正です。例えば、修正液の使用や塗りつぶしは、正式な契約書として無効です。「書
き損じの際は、二重線で消して押印してください」と添えると親切です。
　収入印紙を貼るべき書面の場合の負担割合は決まっていません。どちらが負担しても構いませ
んが、印紙税法の下、両者に納税義務があることは覚えておきましょう。通常は、双方自社の書
面分を負担することが多いです。事前に、負担割合のコンセンサスを取っておけばトラブルを防
ぐことができます。貼った収入印紙には、彩紋にかけて割印（消印）をします。また、貼るべき
印紙の金額を間違ったときは、税務署で払い戻しされます。ただし、剥がしてしまうと無効にな
りますので、注意が必要です。
　最後に送付の方法ですが、宅配便は信書扱いではありませんので、必ず郵送しましょう。郵送
事故を防ぎ、確実に追跡確認ができるよう書留郵便で送ります。最近では、レターパックが使わ
れることが多いです。返送分のレターパックにも宛先を記入しましょう。その際に気を付けるべ
きことは、宛名と差出名の箇所に「様」が印字されているため、自分の名前の「様」は二重線で
消します。また内容物を記載する箇所には「契約書類在中」と記載します。
　電子契約書を使用するケースも増えてきてはいるとはいえ、紙でも電子データでもどちらでも
すぐに対応できるよう、ビジネスマナーを守りつつ正確に準備してください。

　人財育成トレーナー・ビジネスマナー講師。大学卒業後、日系および
外資系航空会社にて国際線客室乗務員として１７年間勤務。現在は、人財
育成トレーナーとして接遇サービス、対人コミュニケーションについての
講演・研修を企業や団体にて行う。客室乗務員時代に身につけたファース
トクラス仕様のサービスを元にした、ユニークな研修が好評を博す。年間
１８０回以上の研修と講演をこなす。著書に、『ファーストクラスに乗る人
のシンプルな習慣』『１５秒で口説く　エレベーターピッチの達人』などが
ある。

人財育成トレーナー／美月あきこ　

美月　あきこ／みづき　あきこ

「重要書類にまつわる
マナー」
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【経営相談】
　2月4日（木）　午後2時～4時
　　　本所会議室
　　　相談員：税理士　及川和人
【融資相談】　※国民生活事業
　2月9日（火）
　　　午前10時～正午0　　本所相談室
　　　午後01時～午後3時　江刺支所相談室
　　　相談員：日本政策金融公庫一関支店国民生活事業

【経営相談】
　2月4日（木）　午後2時～4時
　　　本所会議室
　　　相談員：税理士　及川和人
【融資相談】　※国民生活事業
　2月9日（火）
　　　午前10時～正午0　　本所相談室
　　　午後01時～午後3時　江刺支所相談室
　　　相談員：日本政策金融公庫一関支店国民生活事業

【法律相談】
　2月16日（火）　午後2時～4時
　　　本所第一会議室
　　　相談員：岩手銀河法律事務所
【働き方改革等無料相談会】
　2月17日（水）　午前10時～午後4時

2月2月

来
月
の

　
定
期
相
談
日

来
月
の

　
定
期
相
談
日

障害者の法定雇用率が引き上げになります
　すべての事業主には、法定雇用率以上の割合で障害者を雇用する義務として「障害者雇用率制度」がありま
すが、この法定雇用率が、令和３年３月１日から以下のように変わります。

※今回の変更に伴い、障害者を雇用しなければならない民間企業の事業主の範囲が、「従
業員４５．５人」から「従業員４３．５」以上に変わります。

現　行
2.2％
2.5％
2.4％

令和3年3月1日以降
2.3％
2.6％
2.5％

⇒
⇒
⇒

民間企業
国・地方公共団体
都道府県等の教育委員会

事業主区分
法定雇用率

　新型コロナウイルス感染症対策応援キャンペーン
として、ＳＮＳを活用した事業「＃奥州エール飯」の公
式ＨＰを作成しました。現在このＨＰの掲載店を募集
しております。
　応募対象は奥州市内で「テイクアウト」「デリバリー」
を提供している事業所です。申し込みはＱＲコードを
読み込み、「Ｇｏｏｇｌｅフォーム」からお申し込みが出
来ます。
　掲載料は『無料』となっております。沢山のご登
録をお願いします。

「＃奥州エール飯公式HP」の掲載店を募集します！！

Googleフォームからの
お申し込みはコチラから
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◇渡辺　和博／わたなべ　かずひろ
　１９８６年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。同年日本経済新聞社入社。
全国各地のものづくり企業、自治体、地域商社やＤＭＯなどを取材、地域に持続的
に稼げるビジネスをつくることをテーマにした著書『地方発ヒットを生む逆算発想
のものづくり』がある。全国の商工会議所などで地域活性化や名産品開発を支援す
る講演などを実施している。

日経ＢＰ社「日経ビジネス」シニアエディター／渡辺 和博

「アンチ３密」と
「ステイホーム」が売れた年

「アンチ３密」と
「ステイホーム」が売れた年

　２０２０年は新型コロナウイルスの影響で、衣食住、それに働き方、遊び方、学び方がどれも大きな変化を
強いられました。この１年のヒット商品や流行語を振り返る企画があれこれ出てきましたが、ほとんどが密接、
密集、密閉の３密に配慮して、その逆をいくアンチ３密とステイホームに関係あるものが選ばれています。
　「密接」の逆は例えば非接触で、お金を触らないキャッシュレス化が進んだり、店舗でモノを買うよりネット
通販の利用が増えたりするということです。人が集まる「密集」の逆では、会議がリモートになったり、飲み
会もオンラインになったりなど。「密閉」の逆は換気の良いオープンな環境やアウトドアで、特にファミリー層
ではキャンプなど屋外のアクティビティーがはやりました。
　ステイホームでは、自宅で過ごす時間が増えて、一つは環境整備の面で、家具や家電が売れ、掃除や不要品
を整理する断捨離に取り組む人が増えました。また自宅時間を過ごすエンターテインメントの面ではゲームや
書籍が売り上げを伸ばし、“ 巣ごもり ”で生まれる運動不足やストレス対策になる、さまざまなオンラインに
よるサービスや商品が売れました。
　こうした生活スタイルの変化はいつまで続いて、以前のような暮らしが戻るのはいつなのでしょうか。新型
コロナウイルスに対するワクチンや治療薬が開発されて普通に手に入るようになるには、あと３年はかかると
見ておいた方がいいと思います。生活スタイルについては、キャッシュレスやリモートワーク、ネット通販の
拡大などはそのまま定着すると考えられます。衛生管理や健康志向もますます強まるでしょう。
　また、暮らしの中で、消費のベースとなる感覚面でも変化したものがいろいろあります。例えば、食事スタ
イルは大皿や鍋をみんなでつつくといったことは減り、小分けの料理が標準になるでしょう。消毒したといえ
ども誰が触れたか分からない容器の使い回しは嫌われるでしょうし、お店や公共機関などに置かれているチラ
シ、フリーペーパーなど配布物の在り方も見直されるはずです。このように消費のメンタリティーで重要な要
素であったシェアや共感といった要素をどのような形で取り戻していくのか、全てをオンラインに置き換えら
れないため、手探りの状態はまだしばらく続きそうです。
　テクノロジーの進歩とアンチ３密の関係で見ると、人間の介在を減らすＡＩ化やロボット化は大きく進むでしょ
うし、人の動きや集散を把握するセンサー技術・画像処理技術も進化しそうです。
　こうした大きな変化は、必ずしも大企業が有利になるのではありません。むしろ大企業は対応に時間もコス
トもかかるので、地方の個人事業者にとってチャンスといえる、高付加価値でニッチな市場が多方面で生まれ
てくると考えられます。例えば、生活に必須となったマスク一つとってみても、まだまださまざまな改良やア
イデアが盛り込まれる余地があると思います。
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　年が明け、個人事業主にとっては昨年の事業収入と支出を計算する総決算「確定申告」が始まります。この「確定申告」で、
その年の節税対策に役立ち、尚且つ将来の生活安定資金の貯えになる便利な制度があります。それが「小規模企業共済」
です。
　「小規模企業共済」は、小規模企業の個人事業主や会社役員が事業を廃止・退職された場合に、その後の生活の安
定や事業再建を図るための資金をあらかじめ積み立てておく制度で、いわば「事業主の退職金制度」と言えます。
　この制度は所得税の税制面で大きなメリットがあり、確定申告の際に掛金は全額「課税対象所得」から控除できます。
また、共済金は「退職所得」又は「公的年金等の雑所得」となり、受取方法も一括受け取りと分割受け取りの二種類を
選択できます。
　この制度に関するご照会・お問い合わせは、本所・支所の指導課までお願いします。

節税で今日からオトク

経営者の退職金「小規模企業共済」

　写真は地元紙１２月８日に掲載された新聞記事である。新型コロナウイル
スの感染防止策を講じて、正月三が日の初詣客の感染を防ごうという神社側
の苦労が感じられる。
　今年は新聞に書かれているように『いつものお正月とは違うのではないか』
と思いながら、密になる元旦を避け翌２日午前にいつも参拝する神社を訪れ
た。なるほど、参拝客が意外と多い。皆混雑を避け分散で初詣に来ているよ
うだ。境内入口には消毒液がズラリと並び、手や口を清める「手水舎」は柄

杓が撤去され、柄杓を使わない手水の使用方法が記され
ていた。また社殿の鈴は外され、参拝者は賽銭を投げ入
れたあと手を合わせるのみとなっていた。
　どのような状況下にあっても、願う心はいつも変わらな
いと思う。今のコロナ禍の困難な現状を耐えれば、その先
に光が差し込むと信じて今年１年を送りたいと願うばかりで
ある。

珈琲
小休憩

時間

リレーコラム

令和２年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告（令和３年２月からの申告分）から、大幅な改正事項が適用されます。

　改正内容については、国税庁ＨＰに掲載されている「令和２年度　所得税の改正のあらまし」などで確認
することができます。

昨年まで「青色申告特別控除６５万円」で「青色申告決算書」「確定申告書」共に紙面で提出
していて、今年合計所得額５０万円の方はどうなるのでしょうか。

今回の改正で、まず、青色申告特別控除は１０万円減って５５万円になりますが、基礎控除は
１０万円増えて４８万円になります。結果的に控除額の増減は無い事になります。

〔青色申告特別控除の改正〕
　青色申告者で、取引を正規の簿記の原則に従って記録している方に係る「青色申告特別控除額」が６５万円から
５５万円に減額されました。
　一方次の要件のいずれかを満たす場合にのみ青色申告特別控除額が６５万円になりました。
　①仕訳帳及び総勘定元帳について、いわゆる電磁的記録の備付け等を行っていること。
　②「確定申告書」と「貸借対照表及び損益計算書」をセットで電子申告（e-tax）により期限内に提出する事。
※今まで、確定申告書は電子申告（e-tax）、貸借対照表の記載をした青色申告決算書は書面で提出という方の場合
は５５万円になります。

〔基礎控除の改正〕
　基礎控除が従来の３８万円から４８万円に増額されました。また今まで一律に適用されてきた基礎控除額が合計所
得金額２，４００万円を超えると段階的に減額され、２，５００万円を超える人は基礎控除を受けることが出来なくなり
ました。
　また、基礎控除額が４８万円に増額されたことによって、配偶者控除・配偶者特別控除・扶養控除などの合計所
得金額要件もそれぞれ１０万円引き上げとなります。

令和2年分の確定申告から適用される主な税制改正
〔1. 個人事業主〕

https://www.nta.go.jp/publication/pamph/shotoku/r2kaisei.pdf
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